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1．トルコギキョウに発生する立枯れ症状とは

トルコギキョウに発生する立枯れ症状は「フザリウム属菌（カビの
一種）」によって引き起こされる立枯病だけではありません。それ以
外のカビの病害として、灰色かび病、菌核病、茎腐病があります。
また、細菌によって引き起こされる青枯病もあります。これらを総
称して「立枯れ症状」としています。

トルコギキョウの立枯れ症状について
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青枯病 立枯病

菌核病灰色かび病 茎腐病



トルコギキョウ圃場で発生した萎れ症状

主茎部にできた黄白色の筋

菌泥の流出確認

[被害]はじめ生長点付近の葉が晴天の日中萎れ、朝夕や曇雨天のときには回
復する。萎れは徐々に全身的に広がり、枯死する。罹病株の主茎部の表面に
は黄白色の筋が入ることが多い。地際の茎を切断すると導管部が褐変してい
る。

[診断のポイント]本病の診断の決め手として、水中に地際部の茎をさすと、導
管部から乳白色の菌泥が流れ出る。

[発生]病原細菌は罹病植物の残渣とともに土壌中で２～３年以上生存する。水
により運ばれ、根の傷口や管理作業の際に付いた傷から侵入する。雨水がた
まる場所で発病しやすい。

[防除]排水溝を掘り、堆肥等を使った土づくりを行い、圃場の排水をよくする。
土壌消毒する。罹病株は直ちに抜き取り圃場外へ持ち出し処分する。

２．青枯病 英名：Bacterial wilt 学名：Ralstonia solanacearum（細菌）
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萎れ症状

株は急激に萎れる

PDA培地上に形成した菌核茎内部に形成された菌核

菌核の形成

[被害]全身萎凋を引き起こし、早期に腐敗し枯死する。花弁や茎、葉に褐色不
整形の病斑を形成することもある。過湿時には病斑上に白い綿状～くもの巣状
のかびを生じる。

[診断のポイント]茎内外に形成される黒色でネズミ糞状の菌核を確認する。

[発生]気温が20℃以下で、過湿時に発生が多い。土壌中に菌核の形で生存し、
ここから小さなきのこ状の子のう盤が形成される。子のう盤から子のう胞子が
飛散し、これが伝染源となる。

[防除]栽培後半で発生することが多いため、施設内が過湿にならないように管
理する。登録のある薬剤を散布する。罹病株は直ちに抜き取り圃場外へ持ち
出し処分する。

３．菌核病 英名：Sclerotinia rot 学名：Sclerotinia sclerotiorum（糸状菌）
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[被害]はじめ生長点付近の葉が晴天の日中萎れ、朝夕や曇雨天のときには回
復する。萎れは徐々に全身的に広がり、枯死する。地際の導管部が褐変する。

[診断のポイント]地際部にオレンジ色の胞子の塊が確認される。

[発生]主に高温時に発生する。病原菌は被害残渣とともに土中に残り、次作の
伝染源となる。

[防除]土壌消毒を実施する。罹病株は直ちに抜き取り圃場外へ持ち出し処分
する。

４．茎腐病 英名：Stem rot 学名：Fusarium avenaceum（糸状菌）
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発病後期

罹病株上に形成した胞子塊

大型分生子萎凋症状 PDA培地上の性状



[被害]はじめ下葉が黄化して萎れ、葉柄が垂れ下がる。次第に上葉も黄化し、
やがては地際部が褐変して、株全体が萎れて枯死する。

[診断のポイント]発病した部位の茎の導管部に褐変がみられる。

[発生]高温時に発生しやすい。病原菌は被害残渣とともに土中に残り、次作の
伝染源となる。

[防除]土壌消毒を実施する。罹病株は直ちに抜き取り圃場外へ持ち出し処分
する。

５．立枯病 英名：Root rot 学名：Fusarium oxysporun 、F. solani（糸状菌）
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萎れ症状

導管部の褐変症状

大型分生子

褐変した地際部

PDA培地上の性状



茎枯れ症状

茎表面に茶褐色の菌糸が密生する

卵型の分生子
ぶどう房状に分生
子を形成する

[被害]はじめ、地際部付近が褐変する。葉柄や茎にも発生し、病斑が茎の周り
を取り巻くとそれより上の部分が萎れて枯死する。

[診断のポイント]地際部に灰色のかびが密生する。

[発生] 20℃前後の気温で発生しやすく、過湿時に発生が多い。朝夕の急激な
冷え込みは本病の発生を著しく助長する。このような時は、病斑上に大量の胞
子が形成され、これが飛散して周囲にまん延する。

[防除]登録のある薬剤を散布する。施設内が過湿にならないように管理する。
罹病株は直ちに抜き取り圃場外へ持ち出し処分する。

６．灰色かび病 英名：Gray mold 学名：Botrytis cinerea（糸状菌）
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